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新年度スタート！

学科長からの挨拶

「バックトゥバック※」の実施中

レゴカーの課題

　2019年4月4日（木）に入学式
（場所：パシフィコ横浜）が行わ
れました。今年度から入学式の終
了後、各学科でご父母の皆様との
懇談を目的とした父母懇談会が実
施されました。父母懇談会では学
科長の挨拶から始まり、学生、就
職、教務について各担当教員から
説明がありました。教務の説明の
後には4年生から本学科を代表する

授業「企業連携プロジェクト」の
報告がありました。
　また、大学院生から大学院の紹
介がありました。その後はコーヒ
ーブレイクがあり、個別面談を希
望するご父母の皆様と新入生担当
教員が面談を行いました。充実し
た内容でご父母の皆様の満足度も
高かったようです。

父母懇談会の開催

　入学式が終わった新入生は一息
つく間もなく、4月5日（金）、6日
（土）のフレッシャーズガイダン
スに参加することになります。友
人作り、履修科目の検討、大学の
授業の体験のために行われていま
す。
　今年度のレクリエーションはレ
ゴブロックを用いた内容でした。
レゴブロックを用いたコミュニケ
ーション能力向上のための教育手
法である「バックトゥバック※」、
坂道の途中で止まる車をレゴで作
製する課題などが実施されまし
た。社会人基礎力、ものづくり能
力の向上が期待できる内容で学生

も楽しそうに活動しておりまし
た。後半は履修指導が行われ、学
生たちが必修科目を取りこぼさな
いような指導が行われました。

フレッシャーズガイダンス（FG）の実施！

FG集合写真

　　　　　　　　　　　レゴブロックを使った教育方法の一つです。
以下の内容はその一例です。
●生徒2人が背中合わせに座り、生徒Aがこのブロックを使って教員が
示したモデルを組立てます。 ●生徒Bは、生徒Aが口頭で説明した通り
に組立てます。2回目は、役割を交代します。 ●口で物事を説明する難
しさを感じ、コミュニケーションが生まれます。
参照：株式会社ナリカHP（http://www.rika.com/product/prod_detail1.php?catalog_no=E31-7604）

バックトゥバックとは
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